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   はじめに 

 

 
全国の森林⾯積の約３割を占める国有林を管轄している林野庁では、全国に９箇所の森林ふれあい推

進センターを設置しています。森林ふれあい推進センターでは、それぞれの地域の特⾊を活かし、国有
林野を活⽤して NPO 団体等が⾏う⾃然再⽣活動及び⽣物の多様性の保全活動、学校及び NPO 団体等
が⾏う森林環境教育等に対して、技術的な指導や情報の提供等の⽀援を⾏っています。 

 箕⾯森林ふれあい推進センターでは、都市部に隣接し、観光や野外活動などのレクリエーション利
⽤が多いといった箕⾯国有林の特⾊を活かして、地域の NPO 団体や教育機関と連携した森林環境教育
（森林 ESD）、⾥⼭再⽣、森林の獣害対策など地域の課題解決に向けた多様な活動を⾏っています。こ
れらの活動は、私たちと⼀緒に取り組んでいただいている皆様、活動に参加していただいた皆様のご⽀
援があってこそ継続できているものであります。皆様のご理解とご協⼒に⼼から感謝申し上げるととも
に、今後も引き続きご⽀援、ご協⼒を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、令和４年度は、新型コロナウイルスの感染の影響により、学校⾏事等も引き続き縮⼩されて
いる等の状況にあり、⼩学⽣を対象とした「森の探検隊」等に取り組むことが出来ませんでしたが、関
係の皆様のご⽀援、ご協⼒により「森林環境教育⼿引書（⼩学校編）」の活⽤を促す「森林環境教育⼿書
活⽤フォーラム」の開催、ここ数年開催を⾒合わせていた「箕⾯国有林におけるニホンジカ被害対策意
⾒交換会」「草⽊染めイベント」の開催、森林環境教育を学ぶ⼤学⽣と連携した活動、新たな連携先との
共催事業等に取り組むことができました。 

社会活動はもとより、催事等も少しずつコロナ禍前の状況を取り戻しつつあり、箕⾯の森林にも次代
を担う⼦どもたちの声が戻ってきています。令和５年度は、箕⾯の森林での森林環境教育等の取組が円
滑に⾏われるよう関係機関との連携をより密にし、前進して参りたいと考えております。 

最後になりますが、この冊⼦をご覧いただき、当センターの活動に対し、ご忌憚のないご意⾒をいた
だければ幸いです。 

 
令和５年３⽉ 

箕⾯森林ふれあい推進センター所⻑  ⻑岡 浩明 
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⾃然再⽣の取組 

 

Ⅰ 
 

 
１ 「箕⾯体験学習の森」の取組について 
 
（１）⽬ 的 

箕⾯国有林（箕⾯市）を含む北摂地域は、「池⽥炭（菊炭）」
を⽣産するために「台場クヌギ」を育成するなど、昔から利
⽤されてきました。また、「⽇本三⼤昆⾍⽣息地（⾼尾⼭（東
京都）・貴船⼭（京都府）・箕⾯⼭（⼤阪府））」として⽣
物多様性の豊かな森林が広がっていました。しかし、戦後
の拡⼤造林が⾏われ、スギ・ヒノキなどの⼈⼯林が⼤半を
占める森林となっています。 

当センターでは、平成 20 年５
⽉に「箕⾯体験学習の森」整備⽅
針を策定し、「散策、体験、学習」
が⼿軽に楽しむことのできる森
林（箕⾯らしい⾥⼭）を⽬指して
整備を進めてきました。 

平成 28 年度からは「箕⾯体験
学習の森」育成・活⽤事業に名称
を変更し、森林環境教育のフィ
ールドとしての更なる⼯夫や、
森林の魅⼒を伝えられるよう、
様々な取組に着⼿しています。
特に、「エキスポʻ90 記念の森」
展望台周辺では、落葉広葉樹林
へ転換するプロジェクト「オオ
クワガタの棲（す）める森づく
り」を地域の⽅々との協働で進
めています。 

私たちは、引き続き、この「箕
⾯体験学習の森」をフィールド
に地域と連携しつつ、⾝近な森
林として様々な皆様に活⽤して

【写真―１ 池⽥炭（菊炭）】 

【写真―３ 伐採跡地 15 年後の状況】 

【写真―２ ⼈⼯林伐採後の状況】 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

いただける森林を⽬指した取組を進めていくこととしています。 
 
（２）親しみやすい森林を⽬指した協働での森林整備 

「ふれあいの森」協定相⼿⽅の⽇本森林ボランティア協会において、
「花の⾕」（ビオトープ）の草刈り、植栽⽊育成のための除伐作業な
どの森林整備、利⽤者の安全確保のための歩道整備が⾏われ、ボランティア協会から延べ
88 名の⽅々が参加されました。 

また、当センター職員による防⿅柵の点検・修理を⾏いました。 

（３）現況把握のための継続調査 
① 植⽣及び昆⾍相調査 

平成 25 年度から「箕⾯体験学習の森」の現況とその変化を把握するために専⾨家による
調査を実施しています。今年度は、株式会社「⾥と⽔辺研究所」と委託契約を締結し、植
⽣調査・昆⾍相調査を実施するとともに、地域の⾃然の営みをカレンダー形式にまとめた

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真−４ 草刈りなどの森林整備】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真−５ 間伐作業前の確認作業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真−６ 間伐作業の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真−７ 防⿅柵の点検・修理】 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

「フェノロジーカレンダー（⽣物季節暦）を作成
しました。 
【植物相調査】は、定点プロットの２箇所で多様
性植物調査法によるモニタリング調査、【昆⾍相
調査】は、⽬の届く範囲内で⽬視した昆⾍類等の
調査を⾏いました。 
 

これまでの調査結果 
植物：122 科 446 種を確認。 
昆⾍：14 ⽬ 114 科 371 種を確認。 
なお、希少種（絶滅危惧種）は 11 種 
類が確認されています。 
 
 
 

 
 
 
 
 

※フェノロジーカレンダーとは、地域の⾃然と⼈の営みを表した⽣物季節暦です。 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

  ② 植栽⽊の成⻑量調査 
平成 25 年度から植栽した北摂地域の代表的な樹種（クヌギ、

コナラ、エドヒガン、イロハモミジ、ヤマザクラ）の成⻑量調査
を継続的に⾏っています。 

調査は、落葉後の成⻑休⽌期間（12〜１⽉）に根元径と樹⾼を
測定しています。 

今年度は１⽉ 18 ⽇に実施しました。植⽣⽊の⽣育は順調で、
今後も継続して調査を⾏いデ
ータの蓄積をしていくことと
しています。 

 
（４）昆⾍ベッドの整備 

カブトムシなどの昆⾍が⽣
育できるよう、「NPO 法⼈ク
ワガタ探検隊」と連携し、
「花の⾕（ビオトープ）」内
に昆⾍ベッドを設置し、昆⾍
ベッド内の腐葉⼟の⼊れ替え
などの整備を実施しました。 

7 ⽉ 18 ⽇に開催された
「カブトムシ⾥親まつり」
（NPO 法⼈クワガタ探検隊主催）おいて、多数の元気な幼⾍が確認されており、今後のカ
ブトムシの発⽣が期待されるところです。 

 
（５）⽣物多様性保全に向けた取組 

「箕⾯体験学習の森」にある「花の⾕（ビオトープ）」では、モリアオガエルやトノサマ
ガエル等の希少な⽣物の存在が確認されており、この地域を代表する多様な⽣物を観察す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真−９ 昆⾍ベッド腐葉⼟搬⼊】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真−10 放⾍したカブトムシ幼⾍】 

【写真―８ 成⻑量調査】 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

ることができる⼀⽅で、その
⽣物たちを脅かす特定外来種
のウシガエルも⽣息していま
す。当センターでは「明治の
森箕⾯⾃然休養林管理運営協
議会」と連携して、平成 30
年度から駆除を実施、今年度
はウシガエル８個体を捕獲・
駆除しました。 

⼀般の⽅も参加する例年の
「ウシガエル駆除⼤作戦」は
新型コロナウイルスの感染拡
⼤の影響で実施できませんで
したが、今後も引き続き貴重
な⽣物たちの⽣息環境を維持していくために継続的に取組んでいきます。 

 
（６）「箕⾯体験学習の森」育成・活⽤事業検討委員会 

① 第１回検討委員会 
６⽉ 29 ⽇（⽔）、箕⾯国有林で検討委員会を開催しました。令和４年度実施計画の実施

にあたって、各委員からは台場クヌギの育成、学習エリアの拡⼤、ボランティア団体による
整備の⼿法など、現地を確認しながらご意⾒等をいただきました。 

 
② 第２回検討委員会 

２⽉ 24 ⽇（⾦）寒⾵の中、箕⾯国有林で開催しました。令和４年度の実施報告を⾏うと
ともに、令和５年度の実施計画（案）について検討をしていただきました。各委員からは⾝
近な森林としての利⽤や森林環境教育の活⽤などに⼀定の評価していただくなど、今後の取
組に向けてご意⾒をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真−12 第１回検討委員会の様⼦】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真−13 第２回検討委員会の様⼦】 

【写真―11 ウシガエルの駆除】 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

２ 箕⾯国有林におけるニホンジカ被害対策 
 
（１）⽬ 的 

箕⾯国有林を含む北摂地域では、近年、ニホンジカ（以下「シカ」と
いう。）の個体数が増加し、森林⽣態系への影響が顕著となったことか
ら、平成 26 年度から地域ボランティア、⼤阪府、箕⾯市、京都⼤阪森
林管理事務所、そして当センターで構成する「明治の森箕⾯⾃然休養林
管理運営協議会」において、シカの被害防⽌対策を進めており、当セン
ターでは、①シカの個体数管理として捕獲事業、②シカの⽣息状況及び
植⽣の被害状況等を把握するためのモニタリング調査を実施しています。 

 
（２）事業内容 

① シカ捕獲等事業 
ア 事業内容 

シカの個体数管理を⽬的に、わな猟（箱わな、⼩型囲いわな、くくりわな）による捕獲
を実施しました。（捕獲期間：令和４年４⽉ 28 ⽇〜令和５年１⽉ 31 ⽇） 

・契約相⼿⽅：公益社団法⼈ ⼤阪府猟友会（捕獲従事者：⼤阪府猟友会箕⾯⽀部） 
・捕獲個体の焼却処分：箕⾯市環境クリーンセンター（単価契約） 

 
イ 実施場所 

箕⾯国有林 267〜270、272、273〜277 林班（433.37ha）、捕獲⽬標：シカ 120 頭 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

ウ これまでの実績 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

【写真―14・15 シカ捕獲】 

【写真―16 箱わな】 【写真―17 ⼩型囲いわな】 

【写真―18・19 くくりわな】
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

 エ 令和４年度捕獲実績 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

 
 

② モニタリング調査 
ア 調査の⽬的 

シカの⽣息状況等を把握し、効率的かつ効果的な被害の防⽌と野⽣⿃獣との共⽣に向
けた取組に資することを⽬的として、箕⾯地域の関係機関と連携しながらモニタリング
調査を⾏っています。 

 
イ 調査対象地 

箕⾯国有林 267〜270、272、273〜277 林班の調査区域内 
 

ウ 調査内容 
ａ GPS テレメトリー調査 

箕⾯国有林に⽣息するシカ（オス）２頭に GPS ⾸輪を装着し、⾏動特性を把握するた
めの調査を⾏いました。 

 
 

【写真―20 捕獲従事者との打合せ】 

【写真―23 センサーカメラ撮影】 

【写真―21 くくりわなによるシカ捕獲】 

【写真―22 箕⾯市環境クリーンセンター】 
（焼却処分） 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

結果 
オス２個体の⾏動圏の⾯積は 0.61 ㎢でした。⼀般にオスのシカはメスよりも広い⾏動

圏を持つと⾔われていますが、平成 10 年に捕獲したメスの個体と同程度もしくは狭い
範囲を利⽤していました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ 糞隗密度調査 
            箕⾯国有林の主要な尾根部を左右幅１ｍ（計２ｍ）の範囲で踏査し、10 粒以上の糞
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

塊の位置とルート別の個数を調査しました。 
 

結果 
・ルート別の糞塊密度は、【下図】のとおり、最も糞塊密度が⾼かったのは、ルート 
3 で 13.54 個 /km でした。国有林全体では、 7.59 個 ㎞でした。昨年度の値と⽐
較すると、ルート 1 において増加、ルート 2 において微減、ルート 3 において半
分以下に減少しており、 合計の糞塊密度は減少していました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

【写真―24 シカの糞塊】 

№１ 
№２ 

№３ 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

c 箕⾯国有林におけるニホンジカ個体数管理指針作成に向けたデータの整理 
箕⾯国有林においては、林業被害対策および植⽣への影響の低減を⽬的に平成 26 年度

から捕獲を進め、近年では地域の関係団体の調査から清⽔⾕において植⽣の回復が⾒られ
ると報告されています。 

ニホンジカを適正頭数に導くためには、捕獲の効果測定及び被害状況を踏まえた捕獲⽬
標を設定する必要があり、科学的根拠に基づいたニホンジカの個体数管理を実⾏すること
が重要です。 

このため、今後のモニタリング調査においては、箕⾯国有林におけるニホンジカ個体数
管理指針を作成するためのデータの収集・整理に主眼を置いた調査を実施することとして
います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 情報交換会 
当センターでは、箕⾯地域におけるニ

ホンジカの被害防⽌対策の効率的かつ効
果的な取組を推進するため、令和５年２
⽉ 16 ⽇（⽊）に関係する⾏政機関・団体
との意⾒交換会を開催しました。対⾯で
の開催は３年ぶりとなりしたが、公益社
団法⼈⼤阪府猟友会、箕⾯⾃然休養林管
理運営協議会のシカ担当者、株式会社野
⽣動物保護管理事務所、京都⼤阪森林管
理事務所から総勢 23 名が出席しました。 

 
主な意⾒等 

・まだシカの個体数が多い。さらに捕獲を推進してほしい。 
・シカが国有林から逃げていることが予想されるが、100 頭以上の捕獲があったことは

【写真―25 意⾒交換会の開催】 
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Ⅰ ⾃然再⽣の取組 

 

驚きである。 
・シカの警戒⼼が⾼まり、捕獲難易度が⾼くなっている。加えて、捕獲従事者の⾼齢化
により、捕獲率を上げるのは難しい状況である。 
・捕獲に関するシステムの再構築による負担軽減やジビエ利⽤推進などを進めてほし
い。 
・国有林と周辺地域について、調査の分担を検討し効率的に調査していただきたい。 

 

３「箕⾯体験学習の森」等における新たな取組について 
箕⾯国有林では、レクリエーションの場だけでなく、林業を学ぶ（知る）フィールドを⽬指

して、森林施業のモデル林を設定し、中⾼⽣を対象にした新たなエリアの設定に向けた取組を
進めています。 

 
（１）間伐モデル林の整備 

森林の持つ公益的機能の発揮と資源の循環利⽤に配慮した間伐の⽅法等の普及・啓発のた
め、無間伐区域、定性間伐区域、列状間伐区域のエリアを設定するとともに、中⾼年以上の
森林環境教育へ活⽤できるよう取組を進めます。 

 
 
（２）将来⽊施業林（シンボル林） 

将来的に箕⾯国有林における林業のシンボルになるような⼈⼯林の候補⽊（胸⾼直径
80cm 以上）と⼤径樹候補⽊（胸⾼直径 60cm 以上）を選定し、間伐などの整備を計画的に
実施して、針広混交の複層林育成を⽬指します。 

 
（３）郷⼟の森の再整備 

植栽してから 53 年が経過した各府県の⽊について、⽣育本数、胸
⾼直径、樹⾼、樹幹投影、⽣育配置など現在の⽣育状況の調査を⾏う
とともに、⾃然再⽣モデル事業（郷⼟の森のリフレッシュ）として位
置づけ、近畿⼤学及び⼤阪森林インストラクター会と連携してレク
リエーションの森にふさわしい整備の検討を⾏い、レクリエーショ
ンの森の整備⽅針へ提⾔できるよう取組を進めます。 

 

無間伐区域 定性間伐区域 列状間伐区域 

⽣育なし 
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